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項目
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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

1 4

会議メンバーが固定化されてきている。特
に家族に対しては、全家族に案内を出して
いない状況です。ホーム便りに案内を掲載
したり、会議記録を配布することでと当事
者である家族の参加を促し、又、地域から
民政委員や近隣住民の方々など多くの方々
に参加協力を呼び掛け更なるなる会議の活
性化に期待します。

一人でも多くの地域の方、及び家族の方
に活動内容を知って頂けるように参加、
協力を呼び掛けていく。

毎月発送している郵便物に運営推進会議の
案内や会議記録を同封させて頂き、ご家族
にご理解を頂く。地域の皆様には、回覧を
通じ理解して頂けるよう努める。 H23年4月

～H24年3
月

2 26

前回の課題でもありましたが、介護計画と
介護支援記録が連動する書式には改善され
ておりません。更に検討し計画、実践、評

職員が周知し介護計画と介護支援記録が
連動出来るよう努める。

職員全員が介護計画を周知し当日の記録に
反映できるようにする。 H23年4月

～H24年3

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

2 26
価の流れに基づいた適切な記録になるよう
期待します。

～H24年3
月

3 35

スプリンクラーの設置は申請中ですが運営
推進会議において緊急時連絡体制網が検討
されて協力体制が築かれています。様々な
災害に慌てずに対処できるように日頃より
自主訓練を重ね更なる災害対策への取り組
みに期待しています。

避難訓練等を今より回数を増やしていけ
る様に努力する。

スプリンクラーの設置は、完了致しまし
た。現在の状況では避難訓練回数を増やす
事は、難しい状況ですが、今後は、一回で
も多く訓練できるように努力していきたい
と思います。

H23年4月
～H24年3

月

4 49

重度化により、移動に伴う車椅子対応車や
他の協力者の手配、利用者の健康管理など
配慮しなければならないことが多々、あり
ますが、五感刺激や地域の方々との触れ合
い等、外出はその人らしく暮らし続ける為
には重要なことで、一人ひとりが外出を楽
しめる支援に取り組むことを期待します。

外出や外気浴を多くし、五感の刺激や地
域との触れ合いを持つ。

今までは、寒い時期で健康等に配慮し外出
機会も少なかったのですが、暖かくなり、
買い物や行事（ドライブ・温泉・花火・夏
祭り・敬老会等）を通じ、地域の方々と触
れ合う機会を増やす。叉、地域のごみ拾い
等にも積極的に参加する。

H23年4月
～H24年3

月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。
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